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著者らは 1961年 4月から 10月の間に静岡県小笠郡大

浜町を流れる菊川流域の肺吸虫病の浸淫状況の調査を行

なつたが，そのさい住民の検便に当つて，横川吸虫卵と

思われるものを見出したそこでこれら虫卵保有者の駆

虫を実施したところ，横川吸虫の成虫をえたまた当地

方で生食されているというボラおよびウグイの検査を実

施し，ウグイに多数のメタセルカリアの寄生を認めこれ

を犬に飼食せしめて，先に人から駆虫してえた成虫と全

く同一の成虫および虫卵をうることができた．これら成

虫および虫卵を検索した結果，このメタセルカリアは横

川吸虫 Metagomimusyokogawai Katsurada, 1913で

あることを確めえた．なお横川吸虫の駆虫に当つて 2-

3の薬剤を使用したので，その結果についても併せて報

告する．

佳民における横川吸虫の浸淫状況

1961年1月菊川流域の住民 253名の検便を AMSill 

法により行なつた．その結果は第 1表に示したごとく，

男22名，女 16名計38名に横川吸虫卵保有者を検出し

たしかしながらこれら虫卵保有者の E.P.G.は最高 66

コ最低 1コ，平均 14コで，また駆虫によつても最高 72

隻の排虫を見た程度で，濃厚感染者と思われるものは見

当らなかつた．そのためか，これら虫卵保有者の調査の

結果は著明な病症を訴える程のものは見当らなかった．

横川吸虫寄生者の駆虫成績

38名の横川吸虫寄生者のうち，駆虫を希望した者 23

名を 3群に分けて，各群にそれぞれカマラ（成人量 lOg)'

ビチン (Bithionol,成人量 3.0g) あるいはアルコパー

ル（成人量 5.0g)を服用させた．服用方法は服薬前日の

夕食は軽食とし，朝食は絶食させ. 9時に駆虫薬の半量

を，続いて残り半分を 30分後に分服させ，第 2回目の

服薬後 3時間に硫酸ソーダ 20g を下剤として服用させ

た．以後 6時間の間の全便を採集し，これを洗i條濾過し

その沈t査中の排出虫体を検査した．

その結果は第 2表に示したごとく，カマラ服用群では

9名中 3名から 72匹， 1匹， 1匹の排虫をみたのみで

あったが， 1カ月後の後検便 (AMSIII法 3日連続検査）

では虫卵陰転者は 9名中 8名であった．ビチン服用群で

は7名中 3名からそれぞれ 14匹， 30匹， 1匹の排虫を

みたが，虫卵陰転者は 7名中 2名であった．アルコパー

Jレ服用群では排虫をみたものは 7名中 1名もなかつた

が，後検便では 7名中 4名に虫卵陰転者を見た．なお何

れの群においても駆虫剤による副作用と思われるものは

特に見られなかった．

排出虫体は直ちに 5%ホルマリ ン水にて圧平固定し，

研究室に持帰り染色を行なった．

第 1表 大浜町住民の検便成績 (AMSIII法による）:>
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第 2表 大浜町住民の横川吸虫駆虫成績 (AMSIII法）
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第 3表 大浜町菊川産魚類の検査成績
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この地域の住民の話によると，菊川ではアユは全くと

れず，ボラおよびウグイが多数捕獲され，中でもボラは

最 も好んで酢の物その他にして生食されるというまた

ウグイもしばしば煮魚として食膳に供されるが，生食さ

れることはそう多くはないという．その他フナ，ハゼな

どもとれるが，これらは殆んど食用にされることはなv'

ということであった．

そこで 1961年 4月から 8月の間計 4回にわたって漁

獲された ウグイおよびボラについて メタセルカリアの寄

生状況を鱗片および皮下筋肉に分けて詳細に調査した．

その結果は第 3表に示したごとく， ウグイ Leuciscus

(26) 
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第 1図 静岡県小笠郡大浜町略図

hakonensis Gi.intherでは体長 12.0-19.0cmのもの計

20匹中 16匹(80.0%)に横川吸虫のメタセルカリアの寄

生がみられたすなわちウグイ各 1匹におけるメタセル

カリア平均寄生数は 107.5コで，寄生総数ではウロコの

方が多かったが， ウロコには寄生が認められず，皮下組

織および筋肉内にのみ寄生のみられた例が 2例あつた．

ボラ Mugilcephalus Linneでは， 19匹中横川吸虫

のメタセルカリアの寄生は 1匹も見出されなかつたが，

11匹中に異形吸虫のメタセルカリアと思われるものの

寄生が見出された（第 3表参照）

なおウグイからえた横川吸虫のメタセルカリアは筋肉

内のものおよびウロコ寄生のもの何れも大きさには著し

い差はなく，何れも類円形を呈し，被嚢内では活撥に幼

虫が運動しているのが認められた．メタセルカリアの大

きさは第 4表に示すごとく，ウロコ寄生のメタセルカリ

ア20コの大きさは 0.126-0.172 X 0.146-0 .197 mm  

で平均 0.167X0.146mmであった（第 3,4図参照）
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第 4表 ウグイ鱗片よ））得たメタセルカリアの

大きさ (20ヶ， mm)

長径

幅径

被襄幼虫口吸盤咽 頭腹吸盤 排泄緩

0.146- 0.044- 0.017- 0.020- O.llO-
0.197 0.060 0.032 0.027 0.150 

(O .167) (O. 056) (0. 025) (0. 023) (O. 124) 
0.126- 0.023- 0.017- 0.016- 0.09-

0.172 0.041 0.025 0.026 0.100 
(O .146) (O. 032) (O. 022) (0. 021) (O. 094) 

）内の数字は平均値

動物への感染実験

1961年 4月に漁獲されたウグイの筋肉およびウロコ

から分離してえたメタセルカリア 100コを 1匹の成犬に

ピ ベット で少量の水とともに口腔深く注入し礫下せしめ

た．感染後 1カ月頃より時に軟便，下痢を認めた他は，

食欲の減退も認められず，体重にも変化がなく， 4カ月

後の検便では多数の横川吸虫卵の排出を認めた．そこで

直ちに剖検した結果その小腸から 31隻の横川吸虫の成

虫をえたその形態については後述する．

なお 1匹の成犬にボラを 3回にわたつて，計 17匹飼

食せしめ，経過を観察したが横川吸虫卵あるいは異形吸

虫卵と思われるものは糞便内に検出しえず，また 8カ月

後に剖検したところでも，それらしい虫体の証明はでき

なかった．

本種吸虫の同定

前述の人から駆虫によりえた虫体および犬からえた虫

体は 5%ホルマリン水にて圧平固定後デラフィルドのヘ

マトキシリン染色標本となし，任意にそれぞれ 10個体

を計測して第 5表に示した． その結果は人よりえたも

第 5表 人よ．り排出された成虫の大きさ（染色標本 10虫， mm)

虫 体 ロ吸盤 咽 頭 腹生殖盤吸装盤置 卵 巣 左 睾 丸 右器丸

長径 1.173-1 334 0.087-0.096 0.034-0.052 0.091-0.177 0.100-0.103 0.159-0.220 0.183-0 215 

(1.274) 07(0 0.093) 082 3 (0-.04o 3. 0) 5 (0.130 7. 0 ) (0 10O0. ) 1 (0 174) (0 195) 1 
幅径 0.511-0.582 0. -o. 0.0 3 2 0.082- 97 0.087- 03 0.043-0.195 0.150-0. 99 

(0.559) (0.077) (0.042) (0.091) (0.096) (0.169) (0.180) 

）内数字は平均値

実験的惑染犬よりえた成虫の大きさ（染色標本 10虫， mm)

虫 体 ロ吸盤 咽 頭 腹生殖盤吸装盤置 卵 巣 左翠 丸 右翠 丸

長径 1.361,...,1.700 0.078,...,0.100 0.045,...,0.067 0.166,...,0.200 0.100,...,0.145 0.200,...,0.263 0.193,...,0.275 

2 (1.50 19. 6 ) 07(08 .091) 0 (0.0500 ) 8(06 .184. ) 1 0(00 .121) 1 5(06 .233) 1 5(9 0.2412 ) 
幅径 0. 5 3,...,, 52 0. ,...,, 0 . 92 0 . 035-0. 54 0 . 0 -o 00 0. 1 -o. 45 0 . 1 -o 97 0. 1 ,...,, 0. 29 

(O 571) (0. 087) (O. 039) (O. 093) (O .115) (O .188) (O .197) 

（ ）内数字は平均値

(27) 
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第 2図 横川吸虫の成虫及びメタセルカリア

1) 横川吸虫（人自然感染例の成虫） 2) 横川吸虫（ウグイ飼食犬の成虫）

3) ウグイのウロコ寄生のメタセルカリア 4) ウグイ筋肉内寄生のメタセルカリア

(28) 
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のの大きさは 1.173-1.334X0.511-0.582 mm  (平均

1.274X0.559 mm), 犬からえたものは 1.361-1.700 X 

0.523-0.652 mm  (平均 1.519X0.571mm)で，犬から

えたものの方がやや大きかったが，その形態は両者とも

全く同一種に属するものと考えられた． ところがこれま

でウグイに寄生するメタセルカリアは研究者によりある

いは Metagonimusyokogawaiとされ， あるいは M

takahashiiとされている．この両種の区別点としては，

卵巣が虫体後部において左右相連続せるものが， M

takahashii, 離れているものが M.yokogawai, (高橋，

1929), あるいは左右睾丸が斜の位置を保ち，子宮が睾

丸の後方迄走行せるものが M ・takahashii, 然らざるも

のが M yokogawai (宮田， 1944)とされ，更には虫体

全体の形の大きさによる差異もまたその区別点としてあ

げられている

著者らのえられた母虫の多くについて，上記の点を精

査したが，人からえたもの，犬からえたもの何れも卵巣

の点か らみても， また睾丸および子宮の点からみても

M yokogawaiと考えられるものが殆んど大多数で，た

だ小数例において，子宮が右睾丸の後方迄走行し， M

takahashiiの特徴をそなえていると思われるものがみ

られた

次に虫卵の大きさについて，比較を試みた．すなわち

前記の数例の人の糞便内の虫卵 100コと，感染犬の糞便

内の虫卵 100コとを計測してみた．
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第 4図 大浜町産ウグイ感染犬，便内メタコ｀ニスム

虫卵の大きさ (100ヶ）

測定方法は 5%ホルマリ ン水にて固定した虫卵を用

い，油浸レンズにより視野に水平に横たわる虫卵を無作

意に選定し，接眼ミクロメーターを用いて測定したそ

の結果は第 3,4図のごとく，人からえた糞便内虫卵は長

径 26-34μ(平均 29μ), 短径 12-18μ(平均 17μ) の値

をえた成犬よりえた糞便内虫卵では長径 22-31μ(平均

28μ), 短径 13-20μ(平均 16μ)の値をえ，何れの虫卵

も既往の概念にしたがえば，横川吸虫 M yokogawai 

Katurada, 1913のそれとほぼ一致していると考えられ

たしたがつて著者らの得た成虫はその内部構造の点か

らも，また虫卵の大きさの点からも M yokogawai 

Katsurada, 1913 と同定するのが正しいと考えられる．

論議

ウグイ Leuciscushakonensis G. から Metagonimus

属の metacercariaをえた報告は，現在のところ越知

(1928), 滝 (1935), 古賀(1938),高亀(1939)および岡部

(1940)らがあるが，種の同定に関しては必ずしも一致し

ておらないすなわち越知(1928)は三重県における銚子

川，熊野川，宮城県の北上川の支流（追川），徳島県の吉

野川，宮崎県の一の瀬川などにおいて捕獲せるウグイの

鱗片および尾鰭の基幹部に寄生せるメタセルカリアはそ

の体制からみて，また白鼠に与えてえた成虫の体制から

みても， M yokogawaiと一致するとし，ウグイは横川

吸虫の有力なる第 2中間宿主であると報じた．そのさい

氏は，本種メタセルカリアはウグイの皮下にはまれにそ

(29) 
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の寄生をみるも，筋肉内組織中には全くこれを証明しえ

ずと報じ，また虫卵の大きさには全くふれていない古賀

(1938)は筑後川産ウグイに多数の横川吸虫メタセルカリ

アに酷似せるものを認め，これを犬猫に与えて成虫もえ，

その体制を精査した結果， 本種は M yokogawaiの体

制と一致する点が多いが，虫卵の大きさからいうと,.む

しろ M takahashiiに近いので，本種はその両者の中

間にあるものとして，大卵型横川吸虫 Metagonimusyo-

kogawai ovatus (Kobayashi, 1913) に属せしめたいと

報じた．

高亀(1939)も石川県大聖寺川産ウグイに寄生する横川

吸虫に酷似せるメタセルカリアについて研究し，古賀の

説に賛し，ウグイに寄生せるものを大卵型横川吸虫 M

yokogawai ovatusと同定した．

しかし岡部 (1940) は古賀らのいう M yokogawai 

ovatusは被嚢幼虫では M yokogawaiとは区別できな

いので，被嚢幼虫のみで分布調査を行う場合，両種を強

いて区別する必要なく， M.takashiiのみと区別すれば

充分であるとし， M yokogawaiを広く解釈し，筑後川

のウグイに寄生するものは， M.yokogawぷと同定し

ている

宮田 (1944)は M.yokogawai と M takahashii と

の両種鑑別点を報告したさいに，古賀らのウグイに寄生

する M yokogawai ovatusは， M takahash ii と同

種として取りあつかつている．

以上のごとく，ウグイに寄生するメタセルカリアに関

する限り明らかに M takahashiiと同定されたものは

なく，メタセルカリアの形態からは M yokogawaiと

全く一致しているが， 成虫の体制上からは， M yoko-

gawaiと M takahashiiの中間に位すると考えられ，

虫卵の大きさからはもつとも M tekahashiiに近いと

いうことになり， 研究者によつて M takahashiiとさ

れ，あるいは Jvl.yokogawaiと同定されている． しか

し，最近越智(1957)は M yokogawaiとM takahashii, 

両者の間には母虫による相違には決定的な区別点はな

く，虫卵の大きさ以外に全 く方法はないと報じている

伊藤ら (1959)は静岡県における野犬の寄生嬬虫の調査を

行い，著者らの調査した地域と比較的近い掛川その他の

西部地区において比較的高率にメタゴニムス属吸虫の寄

生を認め 2 その内には， M yokogawaiと M takaha-

shiiの両者が含まれているとしたが，その両種の鑑別点

としては虫卵の大きさによる以外は全くないと，越智の

見解に全面的に同意している

著者らのえたウグイのメタセルカリアは形態的にも

また成虫および虫卵の形， 大きさの点でもすべて M

yokogawaiにもつとも近いといえる したがつて M.

yokogawaiと同定するのが正しいように考えられる

特に横川吸虫の種の分類点として，すべての一致した見

解として，虫卵の大きさが重要視されているが，著者ら

のものは虫卵の大きさの点で特にその横径をみた場合両

者の間に劃然とした差が見出されている点は誠に興味

深い

伊藤らは静岡県西部地区野犬には両種が混在している

と報じているが，虫卵以外に区別点がないとすると，そ

の大きさの差異が種によるものか，あるいは単に宿主の

差によるものか，更に検討すべき必要があるように思わ

れるこの点に関し小宮ら (1958)もシラウオにみられる

Metagonimus属吸虫の同定にさいして，多くの研究者

はこれを M takahashiiとしているのに反し， 氏らは

これを M yokogawaiと同定し，そのさい両種の区別

点としては母虫による差はみられず，虫卵の大きさのみ

によつている点，種の同定について多くの疑義があると

報じていることは興味深い

大浜町菊川流域における住民の感染が，多数の本種メ

タセルカリアが寄生しているウグイの生食によることは

間違いないと思われるが，当地方でウグイよりむしろボ

ラが好んで生食されているので（ボラからは今回は本種

メタセルカリアは見出されなかつたが，異形吸虫のメタ

セルカリアと思われるものが見出されている）．この点

について更に追求してみたいと思う．これ迄の報告では

ボラからは， M takahashiiのメタセルカリアは証明さ

れているが， M yokogawai のそれはいまだ証明され

ていない。また横川吸虫の駆虫をカマラ，アルコパーJI!

およびビチンを用いて試みたが，何れの薬剤も副作用の

点からは何等問題とすべきものは見出せなかつたが，駆

虫効果の点からみると，浅田 (1951)の報告しているごと

く，カマラがもつともすぐれているように思われた．今

後更に検討する必要があると考える

むすび

1) 静岡県大浜町の住民の検便で横川吸虫卵を見且

し，これら虫卵保有者を駆虫し，横川吸虫成虫をえた

虫卵および成虫の検索の結果，横川吸虫 Metagon切tZl、S

yokogawai Katsurada, 1913 と同定した

2) 同地方を流れる菊川にて捕獲されたウグイおよび

ボラを検査した結果，ウグイから横川吸虫のメタセルカ

リアの寄生を認め，動物感染の結果，その成虫および虫

(30) 



卵から横川吸虫 M yokogawaiと同定した その結果

この地域の住民の感染はウグイの食用によるものと想像

された．

3) ウグイにおけるメタセルカリアの寄生部位はウロ

コにもつとも多いが，筋肉内にもその寄生が認められ

た

4) 横川吸虫寄生者の駆虫をカマラ，ビチンおよびア

Jレコパールを用いて行なったが駆虫効果の点からは，カ

マラがもつとも良いように思われた．
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STUDIES ON METAGONIMUS YOKOGAWAI KATSURADA, 1913 

IN OHAMA-MACHI, SHIZUOKA PREFECTURE 

MUNEO YOKOGAWA, MOTOHITO SA~~O, TORU TAKAHASHI, 

(Department of Parasitology, School of fil[edicine, Chiba University, Chiba, Japan) 

MASATERU NOGUCHI & HISASHI MOCHIZUKI 

(Shizuoka Sanitary Institute, Shizuoka, Japan) 

The eggs. of _Meta,go加 nussp. were found in 38 individuals out of 253 individuals in 

Ohama-mach;・Ogasa-gun, Shizuoka Prefecture by stool examination using AMS III teehnique. 

Twenty-three individuals infected with Metagon切zuswere divided into three groups and 

'--・ ・・ each group was treated with Kamala, Bithionol and Alcopar respectively. 119 adult worms 

,wer~obtained only from 6 individuals. However, the results of stool examinations one month 

after treatment were as follow ; 

Eight o-qt of 9 were cured with Kamala, 2 out of 7 with Bithionol and 4 out・of 7 

with Alcopar. 

Leuciscus hakonensis G. and Mugil cephalus L. which were eaten raw by the people of 

this area were examined and metacercariae of Metagonimus sp. were found in 16 out of 20 

Leuciscus hakonensis collected from Kiku River in this area. 

One hundred of metacercariae of Metagonimus were fed to the dog and the adult worms 

were removed from the small intestine of this dog four months after infection. The adult 

worms and・eggs from the patients~nd the experimentally infected dog were studied morpho 

logically and the both of them were. identified as Metagonimus yokogawai Katsurada, 1913. 

The validities of the species, Metagonimus yokogawai and Metagonimus takahashii 

were discussed by refering the literatures. 

(32) 




